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原発回帰の流れの中での、島根原発2号機再稼働の動き

原発回帰の流れ

島根原発2号機再稼働の動き

われわれは何が出来るか、何をすべきか

★世論の動向

2014年

2022年

★原発回帰

これまで「可能な限り原発依存度を低減する」

→原発運転期間60年超

→新増設、認める（推進）

★島根原発2号機

1989年 営業運転開始

2012年1月 運転停止（定期検査のため）

2013年12月 再稼働のため適合性審査申請

2021年9月 設置変更許可（「合格」）

2022年2月 住民投票条例否決

2022年3月 米子市再稼働容認

★島根原発 差止裁判

1999年4月 1･2号機運転差止 提訴

2010年5月 判決（差止認められず）

2010年6月 控訴（現在、控訴審継続中）

2013年4月 3号機運転差止 提訴

2023年3月10日 2号機運転差止 仮処分申請

★２号機運転差止、仮処分申請

（樋口理論）

第一 原発事故のもたらす被害は極めて甚大。

第二 それ故に原発には高度の安全性が求められる。

第三 地震大国日本において原発に高度の安全性があるということは、原発に高度の耐震

性があるということに他ならない。

第四 我が国の原発の耐震性は極めて低い。

第五 よって、原発の運転は許されない。


